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招待論文 「コ ン ク 1丿一 トの リ サ イ ク ル に 関 す る 現状 と今後の 対 応

一東北地方に お け る小規模工 事 を対 象 と した ア ン ケ ー ト調 査一
」

平井和喜

要 旨 ： 小規 模工 事に お ける コ ン ク リー ト塊処 理 の 実状を 明 らか にす る こ とを目的に東北地

方の 小規模工 事技術者 を対象に コ ン クリー ト塊の 処理方法 ， 処理に 関する問題点 ， 小規模

工 事特有の 事情の 有無及び リサイクル の 促進の ための 提案等をア ンケー ト調査 した 。 そ の

結果 ，
コ ン ク リー ト塊の 大半を中間処理 して い る企業が約60％ ある事，処理料金，運搬距

離等の問題 点 ， リサ イ クル促 進には設計上の 使用明記，工 事実施体制の確立 ， 骨材の 安定

供給及び PR 活 動の 重要性が示 された 。 これ らは大規模工 事に も共通 する事項で あ る。

キーワ ー ド ： 小規模 コ ン ク リー ト工 事 ，
コ ン クリ

ー
ト塊処理 問題，再生骨材利用拡大策

　 1．は じめ に

　大量の 資材 を必 要 とす る建設産業の 分野にお

い て は ，建設過程で 排出され る建設副産物 の 処

理 と相ま っ て ， そ の 再利用 を図る こ とは他の 産

業副産物や生活廃棄物 と共に，現代における重

要な課題 で あ る。 そ の 意味で は平成 3 年10月に

施行 された 「再生資源の促進に関す る法律 （通

称 ： リサイクル 法）」 は ， まさに 生 活環境 と資

源の両者に 関わ る問題解決 の 促 進を図るべ き重

要性を示 して い る 。 現在 コ ン クリー ト塊排 出量

200 トン以上の 大規模施設の 解体に つ い て は

建設省 を中心 に解体現場か ら排出されるコ ン ク

リー ト塊の 処理が把握 され，そ の 再利用の実 態

が明 らか に されつ つ あるが ， 小規模工事の実態

は全 く不 明である 。 今後，コ ン ク リー ト塊の 有

効利用を更に 進め るため に は ， そ の 実態を把握

し ， それ らを再利用策 の 総合的立案 に 生 かすこ

が重要 で あ る と判断 し ，
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業を対象に コ ンク リー
ト境の 処理，活用及び問

題点へ の 対応に関する ア ンケー ト調査を行 っ た 。

　本文はその 調査結果を通 して 中小企 業の 現時

点にお ける実施の 実態とそ の 過程で生 じて い る

問題 点及びそ の 対応策等を示 したもの である 。

　 2 ．ア ン ケ ー
ト調査対象とその内容

　ア ン ケ ー ト調査は東北 6 県の 建設業協会加盟

社か ら小規模工 事を扱 っ てい る と思わ れる企業

908社を対象に 1998年 9 〜 10月に実施 し，343社

か ら回答を得 た
。 又 回答社の 資本金構成は 5000

万 円以下が約85％ で あり， 土 木工 事 関係企業が

約90％ を占め て い る 。 詳細は表 1
， 表 2 及び図

1 に示す通 りで ある。

　調査内容の概要は 1）小規模工 事に お ける コ ン

ク リー ト塊の 処理 方法 （各種処理法の 割合と金

額の概 数 t 処理過程で生 じた問題 点，大規模工

事 と処理法の 違い ， 地理的条件 による処理 法の

違 い ）2）小規模工 事で コ ン クリー ト塊の 有効利

用を高める方法 ， 3）小規模工 事で再生骨材 の 利

用を高め る方法 ， 4）工 事 規模 と無関係に コ ンク

リー ト塊の リサ イ クル に つ い て の 意見等で あ る 。

　 3 ．調査結果とそ の 考察

　3．1 小規模工 事の コ ンク リー ト塊各種処理

　回答は 536件あ り，地域別 内訳は表 3 の 通 り

で ある 。 処理 方法の 違い による地域別 割合は図

2 の通 りで ， 各地域共大差はな く中間処理施設

へ の 運搬 が約 52％ ， 最終処理施設へ が約 19％ ，

現場内利用が約 16％を示 して い る 。

　中間処理施設での処理割合は図 3 の 通 りで，

各地域共 中間処理 へ の運搬比 率が最 も多 く，特

に山形 ， 福島県が 平均値を大 きく上回 っ て い る

表 3　 コ ン クリ
ー

ト塊処理 方法の 回答件数

地 域　　件 数 地 域　
’
件 数

青 森　 　 80
秋 田　　 84
岩 手　 　 98
宮 城 　　 78

仙 台　　 32
山形　　 55
福 島　 　109
計 　 　 　 536

棄 北地方平均 （覧）

　 工 事種瑚

森

田

手

城

台

形

島

均

青

秋

岩

宮

仙

山

福

平

合計 100．O

圀 廸築工 事

目 土木 工事

圄 土木鷺築工寥

　 不明

図 1　 回答企業の 工 事種別割合
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図 2　 コ ン ク リー ト塊各種 処理 割合
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図 3　 中間処理 施設で の 処理 割合
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反面 ， 岩手、宮城県の 比率カシ亅、さい 。

　最終処理施設で の 処理割合は図 4 の通 りで ，

各地域共 20％以下の 処理で 止ま っ て い る比率が

高 く，平均約 79％ に 達 し，

’
特に青森 ， 宮城 ， 福

島県の 比率が高い 。

　3．2 発注者指示 の 処理逼程 で生 じた問題 点

　発注者指示の コ ンク リ
ー

ト塊処理過程で発生

した問題点につ い て の 回答件数は99件で，地域

別 内訳 は蓑 4 の 通 りである 。 問題点の 内容を分

類 して まとめると図 5 の よ うにな りt 全般的に

処理金額に 関す る問題が多 く発生 して い る こ と

が分 る。 た だし，仙台市で は運搬距離につ い て

の 問題が特 に多い 。 そ の 他処理施設で の 受 け入

れ態勢や コ ンク リ
ー

ト塊の 仮 置場 の 設置に 関す

る こ と等が問題点と して 指摘されて い る 。

　3．3 小規模工 事と大規模工 事での処理 の違い

　工 事の 規模に よ る コ ン ク リ r ト塊の処理 の違

いに対する回答は 42件 と少な く，内訳は表 5 の

通 りで ある 。 回答内容か ら処理施設め利用 ， 仮

置 場，現場内で の 再 利用 の 3 点とそ の 他の 事項

に分類 して 小規模 工 事 と大規模工 事を比較 して

示す と図 6diよ うに なる 。

　コ シク リ→ ト塊の 処瓊に 処理施設を利用する

点に 関 して は両者間の 差は 認 め られな い が ，
コ

ン ク IJL ト塊の 仮置場設置 と現場内で の 再利用

の 2点が違 い と して 指摘 され‘ 特に 前者は小規

模工事 では小量の コ ン ク リ
ー

ト塊をそ の 都度処

理施設 へ 運搬する手間を省 くため の 必須の 施設

で ある。 又現場内で の再利用が小規模工事 と大

規模工 事との違い として指摘されてい るが，図

7 はその違いの 特徴 を示 したもの である 。 大規

模工 事で は現場で コ ン クリー ト塊を破砕処理 し

て再生 骨材を製造 し活 用 して いる場合が多 い。

衰 5　 工 事規摸別処理法違いの 回答件数

地 域　　件 数 地 域　　件 数

青 森　　　 3
秋 田　　 　9
岩 手　　 　6
宮 城 　　　 9

仙 台　　　1
山 形　　　5
福 島　 　 　6
計　　　　42
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図 4　 最終処理 施設 で の 処理 の 割合

表 4　 処理過程 問題 点の 回答件数

地 域　 　件 数 地 域　　件 数

青 森　 　 20
秋 田　　 14
岩 手　　 19
宮 城　　 15

仙 台　　　 5
山 形　 　 13
福 島　 　 18
計　　　 99

図 処理金細 目 運搬距離 鬮 受入憩勢

図 現場処理 囮 仮置場
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図 5　処理過程で の 問題点の 割合
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　3．4 工 事現場の 地理 的条件に ょる処理 の違い

　コ ン クリ
ー

ト塊の処理 方法が現場の地理的条

件に よ りど の よ うな違い が生ず るかの 設問に対

する回答は55件寄せ られた 。 内訳 は表 6の 通 り

で あ る 。 地理 的条件に よる処理対応の違 い の有

無及びそ の両者に つ い て 対応 の 内容をまとめる

と図 8の ようになる 。 対応に違い が あるとす る

比率は 76％ で 、 そ の 内容は コ ン ク リ
ー

ト塊 の 運

搬距離に 関する もの が41％，現場環境 に関す る

もの が 52％ と約半数を 占めて い る 。 前者では運

搬距離によ り対応 の仕方を変える事例や運搬距

離が遠 い場合には
一時 コ ン ク リー ト塊 を仮置場

に保管 し、

一定の 量にな っ た時点 で大型 車で処

理施設に 運搬する等の 対応例が示 されて い る 。

後者で は 小規模工 事に おい て は一般に 工 事現場

面 積が狭 く大型車に よ る運搬が 困難な ため，一

時他の 場所に仮置 きした後 ， 大 型車で 処理施設

に 運搬する場合が多い 。 こ の 場合は経費がか さ

む問題がある 。 対 応 に差 が な い と して い る場合

の内積極的対応は指示条件内で 問題な く処理 し

て い る場 合で，消極的対応は運搬距離や経費に

問題をかかえなが ら指示条件に 沿 っ て処理 して

い る場合を指 して い る 。

　3．5 小規模工 事 で コ ン ク リー ト塊の 有効利用

を高めるための 方法

　寄せ られた意見 の 総数は252件で 地域別件数

は表 7の 通 りで ある 。 意見の 内容をそ の 他を含

めて 6分類 して ，地域別に示す と図 9の よ うに

なる 。 中間処理費の 適正化や発注時の 設計仕様

へ の 明示等が高 い比率を占め て い る 。 具体的意

見の 上位 7項目を東北地方の平均値で示すと図

10の よ うに な る 。 中間処理料金の 適正 化が最 も

高率を示 してい るが 、 そφ中に は料金を安 くと

表 7　 コ ン クリ
ー ト塊利用意見の件数

地 域　 　件 数 地 域　
・
件数

青 森　　 42
秋 田 　 　 36
岩 手　　 45
宮 城　　 40

仙 台　　 16
山形　　 25
−
福 島　 　 48
計　　　252

現

民

　　　　　　 0　5　10　15　20　25　30　35
　　　　　　 現場再利用比率 （％）

図 7　 工 事規模による現場内再利用

表 6　地理 的条件による処理 法の件数

地 域　 　件 数 地 域　　件 数

青 森　　　 8
秋 田　　　 6
岩 手　　 　9

軸

宮 城　　　8

仙 台　 　　 2
山形　　　 7
福 島　　 15
計　　　　55

対

対応

対応

　　　　　　0　　20　　40　・60　　80　　100
　　　　　　　対応違い の 比率 （％）

図 8　 地理的条件 に よ る処理 対応の 違 い
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表 8　再生骨材利 用 に関する意見の 件数

　 東北地方平均 （％）

1ンクリ尋塊利用意見上位7項目

合叶 100．O

図 10 コ ン クリー ト塊利用上位 7 項 目分布

の と意見が多く含まれて い る。 次 い で利用を徹

底 させるために設計仕様に明記するこ と ， 工 事

の 実施に 際 して 発注者 と施工 者間の 実施体制の

確立 が重要であ る こ と，また資源や再生利用に

関する関係者の 意 識改革や理解の 重要性等を広

くPR する こ と等 も指摘 されて い る 。

　3．6 再生 骨材の 利用 を拡大 す るため の 方法

　 コ ン ク リー ト塊か ら製造され た再生 骨材を小

規模工 事で 利用促進す るための方法 に 関する意

見 は 313件あ り， そ の 地域的内訳は表 8の 通 り

で ある。 意見内容を大別 して 6項 目と し ， そ の

他を加え て 地域毎に比率を示す と図 flの よ うに

なる。 各地域共に意見内容は共通 して お り， 安

定供給に 関する意 見が平均約30％ で最大値を 占

め ， 次いで仕様 ・ 基準の 19％ t 価格の 15％ ，需

要拡大，品質の 約 13％等とな っ て い る 。 意見内

容の 上位 5 項目を東北地方平均値で示すと図12

の 様に なる 。 これ らは図11に示 した分類中の 各

項 目の 最大意見件数と 同じである 。

　 3．了 コ ン クリ
ー ト塊の リサ イ ク ル を高め るた

め の 一般的意見

　本調査の最後に小規模工 事 とは無関係に コ ン

クリ
ー

ト塊の リサイ クル を高めるための 一般的

意見を問い ，収集の 結果 167件の 意見 を得た 。

内訳は表 9 の 通 りで あ る。 意 見 内容を分析 し全

体を 1）利用上 の 問題点，2）問題点対策の 提案，

3）包括 的総合的提案，4）コ ン ク リー ト技術に 関

地 域　　件 数 地 域　 　件 数

青 森　　 52
秋 田　　 41
岩 手　　 51
宮 城　　 44

仙 台　　 16
山 形　　 35
福 島　　 74
計　　　 313
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図11　再生骨材利 用拡大の 意見比率

　 　 東北地方平均 （％）

再生骨材利用拡大意見の上位5項目

合計 IcuO

圀 量 の確 保

■ 設計明昆

圜 品質確 保

囲 利用拡大

圀 意蹴改革

　 そ の

図12 再生骨材利 用上位 5 項 目分 布

衰 9　 コンケリ
ー
ト塊 vvイ伽 の

一
般的意見の 件数

地 域　　件 数 地 域　　件 数

青 森　　 27
秋 田　 　 27

岩 手 　　 25
宮 城　　 29

仙 台　　　 7
山 形　　 17

福 島　　 35
計　 　　 167
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する 4 項目に 分けた 。
．図 13は利用 の 問題点に 関

する もの で，供給量確保が 42％ で 最大値を示 し

そ の 他に 品質，価格，処理施設に 関する もの が

重視 され て い る 。 図 14は問題点 の 解決 に 対する

提案で，地域に よ る違い が極端に現れ て い る 。

こ れは それぞれの 地域の 特徴 と して 捉え る事が

出来 る 。 量に つ い て は秋田，宮城県，価格 に つ

いては青森 ， 岩手 ， 山形県が，設計仕様に 利用

を明記 する こと に つ い ては特に 山形県か らの 意

見の 比率が高い 。 図15は包括的提案に 関す るも

の で 制度に 関連する意見が最 も多 く約 42％を占

め，次い で 利用拡大約 27％
， 広 報活動約 19％ ，

処理施設関連が 約12％ とな っ てい る 。

　 4 ．むすび

　以上の 結果をまとめ て むすび とする 。

D コ

望タリ7 ♪塊 の 処理で は 中間処理 へ の 運搬

が最 も多 く50％を越 え，排出量の 80％ 以 上を中

間処理施設へ 運搬 して い る企 業は 60％弱で ある 。

2）処理過程で の 問題 点 で は 50％以上が処理料金

に関する もの で ， 現場内処理 ， 運 搬距離，受入

態勢 に関する問題点が指摘 され て い る 。

3）小規模工 事で の 処理 が大規模工 事と異なる点

は少量排出の ため一時仮置場を利用するこ とで

こ れが運搬費用 の か さむ原因とな っ て い る。

4）地理 的条硅に よ る処理法の 違いは運搬距離を

考慮 した処理施設の 選定や ， 現場環境 の狭小に

よる鐃出材逗搬の 方法等の 選択 に現れて い る。

5）コ ン ク リ
ー

ト塊の 利用促進 に は適性料金，設

計上 の 明記，実施体制の 確立， PR の重要性が

指摘 されて い る 。

6）再生骨材の 利用促進に は安定供給 ， 設計上の

明記，品質 ， 利用拡大 ， PR が指摘され て い る。

7）コ ン ク リ
ー

トの リサイクル の
一
般的意見で は

量の確保 ，

・
制度 ， 価 格 ， 品質 ； 利 用拡大 ， PR

等，上記5），6）と共通 する事項が 示されて い る 。

　本調査の 実施に際 し助言とご協力を頂い た建

設省東北地方建設局 ， 東北建設業協会連合会並

びに回答を頂い た企業各位に謝意を表 します 。
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図13　利 用 上問題点 の 上位 4項 目意見の 分布
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図 14　問題点解決の 提案意見の分布

圀 制度 ・規格 目 利用拡大

鬮 広報活動　 鬮 処理施設

　青森

　秋田

　岩手

　宮城
1 仙台

　山形

福島

平均

0　　　
’
20　　　40　　　　60　　

．
80　　　100

　　　包括的提案の比率 （9（；）　
’

図 15　包括的提案意見の 分布
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